
■支援の背景
支援先企業で製造し特殊車両に架装していた鋼製部品に、使用後数か月でクラックが入り、一

部は破断している不具合が発生しました。同社から原因の調査と再発防止のために、破面の観察
方法について指導の依頼を受け、取り組みました。

■支援の要点
１．破面のマクロ観察（実体顕微鏡）
２．破面のミクロ観察（走査型電子顕微鏡）
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■支援の背景 

 支援先企業で製造し特殊車両に架装していた鋼製部品が、使用後数か月でクラックが入り、一

部は破断している不具合が発生しました。同社から原因の調査と再発防止のために、破面の観察

方法について指導の依頼を受け、取り組みました。 

 

■支援の要点 

１．破面のマクロ観察（実体顕微鏡） 

２．破面のミクロ観察（走査型電子顕微鏡） 

 

 

■支援の成果 

１．破面のミクロ観察では、ストライエーション状模様が明瞭に観察され、金属疲労の可能性が高い

と判断されました。 

２．この部品は大型自動車に架装されている部品であり、走行中は常に振動しているとのことから、

この振動により、金属疲労を起こしたと考えられました。  

※本技術支援で使用した高速切断機は、JKA補助事業により整備されました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 破面のマクロ写真（一部）                 図 2 破面のミクロ写真 

                               （ストライエーション状模様） 

図1　破面のマクロ写真（一部） 図2　破面のミクロ写真 

（ストライエーション状模様）

■支援の成果
１．破面のミクロ観察では、ストライエーション状模様が明瞭に観察され、金属疲労の可能性が

高いと判断されました。
２．この部品は大型自動車に架装されている部品であり、走行中は常に振動しているとのことか

ら、この振動により疲労破壊を起こしたと考えられました。

※本技術支援で使用した試料高速切断機は、JKA補助事業により整備されました。
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■支援の背景
㈱ホクエイでは、製品の品質管理のため、ステンレス鋼シーム溶接部のナゲットの大きさなど

を測定・管理したいというニーズがありました。しかし素材がステンレス鋼の場合は腐食しにく
いため、炭素鋼のようにナイタール（硝酸をメタノールで希釈した溶液）などではエッチングで
きません。

そこで、電解液の中で電流を流してエッチングし、溶接部に適切なコントラストを付けてマク
ロ観察する方法について指導を行いました。

■支援の要点
１．電解エッチング法によるマクロ組織観察法について
２．電解液の選択
３．最適な電解条件の設定
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■支援の背景 

 (株)ホクエイでは、製品の品質管理のため、ステンレス鋼シーム溶接部のナゲットの大きさな

どを測定・管理したいというニーズがありました。しかし素材がステンレス鋼の場合は腐食しに

くいため、炭素鋼のようにナイタール（硝酸をメタノールで希釈した溶液）などではエッチング

できません。 

 そこで、電解液の中で電流を流してエッチングし、溶接部に適切なコントラストを付けてマク

ロ観察する方法について指導を行いました。 

 

■支援の要点 

１．電解エッチング法によるマクロ組織観察法について 

２．電解液の選択

３．最適な電解条件の設定

 

 

■支援の成果 

１．ステンレス鋼の電解エッチングとしては、JIS G 0571にシュウ酸水溶液を用いた電解エッチング

法が規定されています。しかし、実際に行ってみると、マクロ組織観察法としてはコントラストが

付きづらく溶接部組織が視認しにくいことがわかりました。

２．上記の結果を踏まえ、硫酸水溶液を用いた電解エッチングを行ってみると、コントラストに優れ

た良いマクロ組織観察ができることがわかりました。 

３．電解液の濃度、電圧および電解時間については、予備試験により再現性の良い条件を求めること

ができ、これにより溶接品質の高度な管理が可能になりました。 

 

 (株)ホクエイ 札幌市北区北 40条西４丁目 1-1 Tel.011-792-6816 

 

 

 

 

 

     図１ 電解エッチングの様子         図２ 溶接部ナゲットの組織観察の一例 図１　電解エッチングの様子 図２　溶接部ナゲットの組織観察の一例

■支援の成果
１．ステンレス鋼の電解エッチングとしては、JIS G0571にシュウ酸水溶液を用いた電解エッチン

グ法が規定されています。しかし、実際に行ってみると、マクロ組織観察法としてはコントラ
ストが付きづらく溶接部組織が視認しにくいことがわかりました。

２．上記の結果を踏まえ、硝酸水溶液を用いた電解エッチングを行ってみると、コントラストに
優れた良いマクロ組織観察ができることがわかりました。

３．電解液の濃度、電圧および電解時間については、予備試験により再現性の良い条件を求める
ことができ、これにより溶接品質の高度な管理が可能になりました。

㈱ホクエイ　札幌市北区北40条西４丁目１－１　Tel. 011－792－6816
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